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中国広東省東部に位置する潮汕地域各地では毎年

旧暦の 1 月 15 日の元宵節に、至る所で「游神」儀礼

が行われている。「游神（youshen）」とは、神像を荷台

に載せる、またはそのまま担ぎ、隊伍を組んだ上で決

められた経路を練り歩く儀礼である。儀礼は朝から晩

まで一日を通して続く。村落内にある宗族（リニージ）

の各分節（サブ・リニージ）の祠堂や居住区域を神像

が順番に回り、各巡回地点に到着する度に、村中にこ

だまするような爆竹の音が鳴り響き、神々の到着を迎

えることになる。この儀礼自体は広東省に隣接する福

建省など中国の他の地域でも実施されているが、潮汕

地域では特に重視されている[黄挺 1997： 234]。 

 本発表では、中国広東省潮汕地域における神々への

祭祀から村落における宗教領域の自律性について考

察する。中国をフィールドとした宗教研究において

は、国家―社会関係の議論が主流となっており、多く

の先行研究では国家の権力の浸透や再生産、いかにし

て国家権力を民衆が利用するかといった現象が取り

上げられてきた [Anagnost 1994; Jing 1996; 王銘銘 

1997]。また、近年では国家と社会、国家と宗教を二項

対立で捉えることから、複数のアクター間での政治的

プロセスとして宗教が意味を持つ過程を描いている

[Chau 2005; Ashiwa &Wank 2009]。 

これら先行研究に対して、本発表では政府公認の宗

教ではなく、かつ予算や活動の規模の小さな村落の廟

に注目する。発表者が調査を行った潮汕地域の村落に

は、祭祀組織である「老人組」が存在する。老人組は、

村落の 60 歳以上の男性で構成されており、村落内に

おいて老人に娯楽やコミュニケーションの場を提供

する組織が前身となっている。現在は主として儀礼の

運営・管理を行っており、具体的な役割としては、儀

礼の際の寄付金の徴収、寄付金の会計・管理、爆竹や

タバコ・茶等の祭りの際に必要な物資の購入、潮劇を

招聘する劇団の選択と劇団との契約、游神のスケジュ

ールとルートの設定等を担っている。それに対して、

国家の基層組織であり、政治組織とみなされる村民委

員会は、祭りや年中行事のような儀礼や祭祀の活動や

その内容には直接関与していない。元宵節の儀礼の時

には村民委員会の幹部も必ず游神の隊列に同行して

いるが、あくまでそれは治安維持のためであり、游神

そのものを取り締まることはない。 

 この村落の儀礼に対し、多くの人びとは神々を迎え

る準備を熱心に行い、自分の居住する区画に隊伍が到

着するのを心待ちにしている。その一方で、儀礼に対 

 

して冷ややかな視線を向ける者もいる。とりわけ、普段

は都市部に居住し、儀礼の際に帰郷する者の中には、「こ

の祭りは確かに賑やかだが、何の役にも立たない。貧し

い村の貧しい人々が、多くの金を使って祭りを行ってい

るが、他に解決すべき問題がたくさんあるだろう」と語

るように、都市で働く者は、儀礼に対して覚めた見方を

することもある。 

 発表者が調査を行った村落は、規模、活動ともに小規

模であるが、それゆえに一定程度の裁量を持ち、国家の

介入を招くことなく、儀礼を持続している。その理由を

考察すると主に 2点挙げることができる。1点目に、資

金面で外部に依存していないことである。2点目に、先

行研究で言及されているような、老人組が村落の政治に

積極的に関わることがなく、権力の介入を招きにくいと

いうことである。これらの要因が相まって領域としての

祭祀の場において権力が相対的に空洞化された形で残

されたため、国家権力とのポリティクスとはあまり関わ

りを持たずに活動を持続することが可能となっている。

それによって、村落の老人組は大きな経済力も圧倒的な

権威も保持していないが、祭祀を管理・運営する組織と

して一定程度の裁量を確保し、自律的に民俗宗教が営な

むことができていると考えられる。 

 

参照文献 

Anagnost, Ann  S. 1994 “The Politics of Ritual 

Displacement,” In Asian Visions of Authority: Religion and 

the Modern States of East and Southeast Asia. Charles S. 

Keyes, Laurel Kendall, and Helen Hardacre (eds.), pp. 

221-254. University of Hawaii Press. 

Ashiwa, Y & Wank, D. L. 2009 “Making Religion, Making 

the States in Modern China: An Introductory Essay.” In 

Making Religion, Making the States: The Politics of 

Religion in Modern China. Yoshiko Ashiwa and David L. 

Wank (eds.), pp. 1-21. Stanford University Press. 

Chau, Adam Yuet 2005 “The Politics of Legitimation and the 

Revival of Popular Religion in Shaanbei, North- Central 

China.” Modern China 31 (2): 236-278. 

Jing, Jun 1996 The Temple of Memories: History, 

Power and Morality in a Chinese Village. Stanford 

University Press. 

黄挺 1997 『潮汕文化源流』広東高等教育出版社。 

王銘銘 1996 『社区的歴程――渓村漢人家族的個案研

究』天津人民出版社。 

 

 キーワード：宗教、儀礼、自律性、中国 

をここに書いてください。  


